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☆ グラフの概形作成
数EBまでよりも、複雑な関数が増える

の基本的には問われたときに考えれば
OKというイメージ.

場面が増える. ☆微分計算を間違うとグラフが正しく
→ グラフにはいろんな要素がある。 書けないことになる.

ので、グラフには視っ て 骶 が 脚 な

い yxyい

!

真数条件が

① 増減 ←導関数の正頁 →ラクな計算を心がけつつ、|②どこから来てどこに行く
「極限 細心の注意を！

③ 凸 凹 ←第2次導関数の正負や漸近
線 ← 極 限

：.

..が㠶
ば、軸、
平行な直
線|

a j 唹 紛との共有点の個数などわかる。最低限
知りたい。 =

1圴×一商の微分の分母は
・ ③がわかれば直線との上下わかったりして 約分してなければ
役に立つことも。必要であれば（メンドいけど） 凸凹知りたいので 正なので、y'の符号に

調べたい。 は"を調べる！ 影響ない！



今回はy'の正負がすぐ見えるので、 よって極イ一直は.
増減はOK . 近い周りよりも大きい/小さいところ

yたが「1時が2×-
X= eのとき y=t=

!

，

= 28×-3

"

→正負がわかる！ 漸近線の候補は？表から読みとる、
凸 凹 も o k .

→ X→ t oと X→

❤

よって. y ' = 0の解は x= e さらに、 fy！"_ - _ -

❤

ffの形は
y"=0の解は X=ピ ×不定形）u .

。
旬fg

#

×-_-
O

なので、増減・凸凹の表は. にあとで補足
x

漸近線はメン0とは0
- _ - ，- ←増減な

爪
で_

$

で

"

「定義域

※漸近線は極限のも参照
← 凸 凹

は 1 つ で ↳ となる。 以上よりグラフは .



が任意の自然、数kで成り立つので、

fg t = 0 も示せる .i i i . となる。 fftoが示せる.
な

"

.。
. 。

"

° で かなもとお、、

4 軸 で、X,logXのオーダー よって.十分大きいXについて、比をasや0に
で》X

#

やle gX →かっとばせ3
×→

❤

大事な式. 正の定数ならok. イメージを
持っておく.

tッが微
分角樾鯲
比較

x

HT>deゝo
eたとだの大小を比べると.x t

。
はさみうちで示せる。

できなく⇒logでミ logが実は e " I t Xtが十一t（1"

#

（xiu )



←→元lege E e logを -_-X+1が2ない
⇒ t reeミGin

に 7

この大小を比べればよい.

関 数 の

!

戦

に""が學嫡の微分
同じ干ーーりなので、変数化して 二 - 1 + i '.（*-）

=一（けー※1-）が0を考え
たい

ので、通分ここで、y=

#

×-はX=eでのみ

最大値をとるので、teeny lilies -_-た礐 正負わかる形！
つまりet>Tey

me壩鬱簽
が旬
eeyiiioe

T →1つ約分だし、漸近線も見え
やすい .

#

を 微 分

= " （ 學 するのがラク！ =2×に××（が1）-
1 -X 2



-

漸近線の候補は？表から読みとる.
= も、礐 正負わかる形！

→ X→1-0， X - 1 + 0 ， X →

❤

→ Xt

❤

については、分子を軽くした
よって .X>0の範囲で . ことにより.あたりが付いている。
増減・凸凹の表は、

「甁とな
り定義さ
匇"で
渉・

X→ 1 - o

！
||
霑ミエ「定義域 、....。皖一

← 増減
← 凸 凹 f.品や_.I

!

城（o）1 / P 」に求めることはすぐできるけど
となる。 二！！，が2一 一 ニ O となるので .
定義されてない

よって極値は 漸近線はが 1

!

，

X=Bのときのy-_-

!

， よってグラフは、



X>0のもと、両辺正であり.自然対数をとると.

log y=logが
yの関冣 = x logx：

𥼣×|

この両辺を Xで微分すると .となる。
a 品logy.装 = 1.log×+x.f

× = 1 y= - x ←漸近線
、 数 の 微 . i e

（3） マチがイ 例 j . y'=log×+Iy=が （x>o)
y'=xx"， yたがlog× y=y(logが） が式

に！→ 何が違う？ 証明に立ち返って
マズい部分を確認しておこう！ =が（log×+1）

がa底も指数も Xの式 正負がわかる形！
→ 対数とれば積の微分で扱いやすい。

，



1別𦥯 y=xた（ピるグ= e x t X 0 e

→ xl.atをひとかたまりと見て微分.
誂
彡-

"

慧泰養囓
← 凸 凹

yにe"が（xlogx）'
=が（log×+1）

a s よって極値は
さらに、y"=（xx）'（log×+1）+がf ×=fのときの ダビド= E '

t

=が（log×+1）2+が'

|漸近
線の候
補は淑
爀....

= が'（x(log×+i）2+ i） → x → t o , x . e s

正 負 わ か る 形 . _ ここで l im XX を考える.
x → t oよって.x>0の範囲で、

- lime"なX→ x logXを考えば良さそう増減・凸凹の表は. が t o
= tilts→ （1）が

使える！！



まず.い）で考えたように. また、任意の実数a.bについて.
lim1が一（axth））is と想 t o ×→ a s

なるので、漸近線は存在しない。
- _ -この式においてf=fとおくと.

"

分大きいxで が >で》 a X t h想挺た。 Iさっき示した.↳ - x logXとなる。
かつ . で19×+h）=laxth）（㤗。-1）よって him X logX = 0 となる .

x → t o 、なas
湖

..ie，匇
以上坿
での..lime""=ピューリス都， か
x → t o と求められる。 effort，とな

る。→ X=0は漸近線にならない.


